
① ② ③ ④

注意事項
筆記試験
のみ受験

口述試験
のみ受験

筆記口述
受験

六級
全受験

運輸局
確認欄

注１：同時受験及び併科受験の場合、受験する種別毎に申請書が必要
注２：鉛筆で記入すること

注：同時受験及び併科受験の場合、受験する種別毎に申請書が必要

注：住所・氏名・生年月日・年齢・性別を左右ともにボールペンで記載 

注：裏に氏名・生年月日を記載し、受験票に貼り付けること 

⑤戸籍抄本若しくは戸籍記載事項証明書又は本籍の記載のある住民票 注１．提出の日前一年以内に作成されたものであること
注２．有効な海技免状又は操縦免許証の保持者はその写しでも良い

注１．筆記試験手数料・身体検査及び口述試験毎に作成すること （合算不可）
注２．過不足のないように収入印紙を貼付すること
注３．各科目合格の「合算」による筆記試験受験者は手数料の納付が必要
注４．併科受験の場合、筆記試験手数料は受験する種別毎の納付が必要
注５．同時受験の場合、手数料は受験する試験・種別毎の納付が必要

注：有効期間１５年以内

⑨（科目免除する場合）筆記試験科目免除証明書（道内合格者は、合格証明書交付申請書） 注：有効期間３年以内

注：「一括届出」と記載されているものは、乗船履歴証明書及び一括届出の写しが必要

注１．海技士身体検査証明書は、船員法指定医師による証明を要する
注２．海技士身体検査合格証明書について、道内合格者は合格証明書交付申請書

定形用封筒は簡易書留の場合460円、普通郵便の場合110円切手が必要
定形外封筒は簡易書留の場合530円、普通郵便の場合180円の切手が必要

前回合格した場合書類の返却は不可

は必須 は該当する場合 ・併科試験、乗船履歴やその他不明な点があれば、お問い合わせください 北海道運輸局海上安全環境部船員労働環境・海技資格課　☎０１１－２９０－２７７２

⑬学校卒業者（筆記試験免除、乗船履歴の特例を受けようとする者）

⑫（前回試験が不合格の場合に前回提出した書類を使用する場合）書類の返却申請書

　船員手帳を受有していない者（外国船舶）
　・当該船舶の国籍の属する国の領事の証明書
　・（領事の証明がない場合）
　　・派遣届の写し（船長及び申請者が乗船していることが確認できる部分を含む）
　　・乗船履歴証明書（会社発行）

　他
　・乗船実習証明書（乗船履歴の特例を受ける者）

⑩海技士身体検査証明書（有効期間は、試験開始期日前6ヶ月以内）
　又は海技士身体検査合格証明書（有効期間は１年以内）

⑪（郵送申請の場合）返信用封筒及び切手

　筆記試験免除
　・登録船舶職員養成施設の発行する修了証明書（有効期間１５年以内）
　・卒業証書の写し（要原本照合）若しくは卒業証明書

　乗船履歴の特例
　・卒業証書の写し（要原本照合）若しくは卒業証明書
　・単位修得証明書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いずれか
　・訓練記録簿

あなたが受験するのは？

⑨乗船履歴を証するもの（下記のいずれか）

 船員手帳を受有する者
　・船員手帳（要原本照合）又は船員手帳記載事項証明書

　船員手帳を受有していない者（官公庁）
　・乗船履歴証明書

　船員手帳を受有していない者（官公庁以外）
　・乗船履歴証明書（証明者は船舶所有者又は船長 ）
　・証明者が船長の場合は、その者が当該船舶の船長であることを証明できる書類
　・船舶検査証書含む船舶検査手帳
　・（船舶検査手帳を受有しない船舶）漁船の登録の謄本
　・（船舶検査手帳を受有しない船舶）その居住する市町村の長の証明
　・その他勤務の実態が証明できるもの（証明書の証明内容による）

⑧筆記試験合格証明書（道内合格者は合格証明書交付申請書）

海技試験（通信・電子通信を除く ）申請時提出書類確認表 （北海道運輸局で受験する場合）
※併科受験される方は、提出期間と提出書類にご注意ください。

⑥手数料納付書

⑦海技士であれば海技免状の写し （要原本照合）

提 出 書 類

①海技試験申請書（第10号様式）

②海技士の資格に係る海技試験申請書（二）（事務取第21号様式）

③受験票（事務取第16号様式）

④写真2枚（縦･横30㎜、申請日前6月以内撮影、無帽、正面上半身の物）


